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町
制
施
行
５５
周
年 

　

阿
久
比
町
制
五
十
五
周
年
記
念
式
典
を
十
一
月
一
日
、「
み
ん
な
の
菊
花
展
」
会
場
で
開

催
し
、
長
年
公
職
に
携
わ
っ
て
き
た
方
な
ど
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
『
阿

久
比
町
民
憲
章
』
を
制
定
し
て
五
周
年
に
な
り
ま
す
。
町
民
憲
章
を
実
践
し
て
い
る
皆
さ

ん
も
併
せ
て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
多
数
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
来
賓
や
町

民
を
前
に
、
竹
内
啓
二
町
長
は
次
の
よ
う
に
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

　

阿
久
比
町
は
、
昭
和
二
十
八
年
一
月
一

日
住
民
の
大
き
な
期
待
と
祝
福
の
も
と
に

町
制
が
施
行
さ
れ
、
以
来
五
十
五
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

ご
指
導
と
力
強
い
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
制
施
行
当
時
一
万
三
千
三
百
七
十
四

人
だ
っ
た
人
口
も
、
町
の
発
展
と
良
好
な

住
環
境
に
よ
り
今
日
で
は
二
万
五
千
六
十

四
人
と
約
一
・
八
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
が
歩
ん
で
き
ま
し
た
五
十
五
年
を
顧

み
ま
す
と
、
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台

風
襲
来
の
年
に
現
在
の
役
場
本
庁
舎
が
竣

工
し
、
三
十
六
年
に
は
命
の
水
・
農
業
の

水
・
産
業
の
水
で
あ
る
愛
知
用
水
が
通
水
、

四
十
三
年
阿
久
比
イ
ン
タ
ー
を
擁
す
る
知

多
半
島
道
路
が
開
通
、
五
十
八
年
名
古
屋

鉄
道
に
「
阿
久
比
駅
」
が
新
設
さ
れ
、
水

の
道
・
車
の
道
・
鉄
道
の
道
が
完
備
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
元
年
に
は
オ
ア
シ
ス
大
橋

が
完
成
し
、
阿
久
比
川
を
は
さ
ん
で
東
西

の
交
通
の
便
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
中
部
国
際
空
港
の
開
港
に
伴
い
、

町
内
の
道
路
整
備
も
順
調
に
進
み
、
自
動

車
関
連
企
業
や
運
送
会
社
が
進
出
す
る
な

ど
、
交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
制
五
十
五
周
年
の
年
に
、
町

民
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
特
急
」
が
名
鉄
阿

久
比
駅
に
停
車
す
る
こ
と
に
な
り
喜
び
に

耐
え
ま
せ
ん
。
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
る

宮
津
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
大
規
模
な

住
宅
開
発
に
弾
み
が
つ
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
年
も
夏
の
初
め
に
、

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
幻
想
的
な
光
を
放
ち
、

水
田
を
飛
び
交
う
姿
が
多
く
確
認
で
き
ま

し
た
。
私
た
ち
は
次
世
代
を
受
け
継
ぐ
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
自
然
と
共
生
で

き
る
夢
と
希
望
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
励

ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
町
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
」を
明
確
に
し
、

長
期
的
視
野
に
立
っ
た
計
画
的
行
政
運
営

の
指
針
を
定
め
て
い
く
こ
と
は
、
明
る
い

豊
か
な
住
民
生
活
を
可
能
に
す
る
地
域
社

会
の
形
成
に
不
可
欠
で
す
。

　

町
制
五
十
五
周
年
を
迎
え
た
今
後
も
、

阿
久
比
町
が
持
つ
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、

「
調
和
の
中
で
豊
か
に
実
る
ま
ち
阿
久

比
」
を
目
指
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
安
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

表
彰
な
ど
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
順
不
同
）

町
功
労
者　

神
谷
孝
治
、
竹
内
寛
司
、

故
竹
内
憲
夫
、
土
井
茂
造
（
元
町
職
員
）

公
職
二
十
年
以
上
勤
続
表
彰　

大
塚
洞
林

（
文
化
財
調
査
委
員
）、
加
藤
ミ
ツ
エ
（
文

書
送
達
員
）、谷
川
君
榮（
民
生
児
童
委
員
）

公
職
十
年
以
上
勤
続
表
彰　

石
橋
敬
三

（
学
校
歯
科
医
）、
今
吉
サ
ナ
ヱ
（
民
生
児

童
委
員
）、
�
田
悦
子
（
文
書
送
達
員
）、

�
津
暢
尚
（
町
医
）

感
謝
状　

知
多
信
用
金
庫
（
住
民
福
祉
の

向
上
に
貢
献
）、
株
式
会
社
キ
ク
テ
ッ
ク

（
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
寄
贈
）、

齋
藤
裕
（
住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
）

町
民
憲
章
制
定
五
周
年
記
念
表
彰

○
「
ホ
タ
ル
飛
び
か
う
、
豊
か
な
自
然
を

守
り
ま
す
」
部
門　

花
か
つ
み
保
存
会
、
株
式
会
社
岡
戸
組

○
「
歴
史
と
伝
統
を
守
り
、
教
養
を
高
め

ま
す
」
部
門　

山
本
茂
一
、
田
中
康
允
、
榊
原
昌
三
、
阿

久
比
郷
土
学
習
同
好
会

○
「
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で
明
る

い
家
庭
を
つ
く
り
ま
す
」
部
門　

鈴
木
國
夫

○
「
オ
ア
シ
ス
運
動
を
す
す
め
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」
部
門　

神
野　

満

○
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
す
す
ん
で
参

加
し
ま
す
」
部
門　

小
野
ハ
ル
、
平　

勉
、
読
書
指
導
グ
ル
ー

プ
ぶ
ん
ぶ
ん
、
あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
、
阿

久
比
町
商
工
会
青
年
部
、
く
さ
ぎ
花
サ
ー

ク
ル
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
知
多
地

区
推
進
協
議
会
阿
久
比
地
域


